行 事 報 告 書（研修）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者： 金澤　忠昭
	行 事 名
	甲山森林公園・研修会

	実施日時
	平成２８年６月９日（木曜日）１０時～１５時　　　天候：曇り（一時小雨）

	場　所
	甲山森林公園　午前　シンボルゾーンを中心とする地域
　　　　　　　午後　管理棟２階の教室

	テーマ
	甲山森林公園の初夏の植物観察

	講師
	児玉　勝久　講師

	参加者数
	４４名

	内容
（項目と概要）
	野村健次会員のご冥福を祈り黙とう。（多田敬一会長）

今月の樹　ナツツバキ：資料に基づき解説。今月の花　ウツギ（2013資料参照）
会員持参の植物について

　エフクレタヌキモ（帰化食虫植物、繁殖力は非常に強く、在来の水生植物の生育を妨げるため、駆除が進んでいる）、カギカヅラ（六甲では珍しい）、クロキ、ヤブニッケイ（裏にけが無いからニッケイではない）、コウリンカ（絶滅危惧種）。
園内の観察と標本の採集。（10：30～12：00）
コース：管理棟～西口～シンボルゾーン～（小雨のためショートカット）～緑橋～管理棟

サカキ（花）、ホンアジサイ（装飾花のみ）、ヤマボウシ（２次脈が葉先に集約）、サンキライ（托葉起源のツル、葉先に集約する２次脈）、参考（托葉が刺に変形：ハリエンジュ）、ケヤキ（実）、コブシ（一斉開花の証拠：たくさんの実）、ヤマモモ（新葉のある枝と無い枝：栄養の適切な配分か）、ナツハゼ（実）、スダジイ（葉裏）、イソノキ（実）、コナラ（ドングリ）、ウラジロノキ、ネズミモチ、サンシュユ、ヤブムラサキ、タイサンボク（花：雌性先熟）
昼食

ミニ研修（12:40～13:10）
昼食後のミニ研修は管理棟横の広場で、荒井晧至さんが「カモフラージュ」というゲームを実施。指定されたコースに隠された物（全部で26個）をどれだけたくさん見つけることができるか。全員が挑戦。大地さん（19個）、小山さん、多田さん、溝部さん、（18個）、他。優秀者には荒井さんより素敵な工作作品が授与された。観察力の有無と関連があるらしい。
管理事務所２階の教室で、プロジェクターとマイクロスコープを使っての座学

　植物の構成要素（根・茎・葉）、特に葉についての講義
デジタル・マイクロスコープを使って葉の細部の観察

ヤマモモ（腺点）、サンシュユ（毛叢）、グミ（星状毛）、シイ（毛）、ウラジロノキ（毛）、アカメガシワ（花外蜜腺）、モチツツジ（腺毛）、アラカシ（鋸歯）、タイサンボク（毛）、クヌギ（刺となって突き抜ける２次脈）

	特記事項
（会員持参の植物）
	ドクダミの変わり種
花（苞）が八重咲きになっている。
葉が緑から白に変わりつつある部分もある。
（花の左下部分）
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	＜資料＞
	今月の樹「ナツツバキ」（児玉）。

	まとめ・感想
	マイクロスコープを使っての座学では、日頃は見えにくい腺点や毛叢などをはっきり見ることができてよかった。
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